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１． 背景と経緯 

日本列島は、北太平洋の亜熱帯循環と亜寒帯循環の境界の緯度帯に位置しており、周

囲には黒潮、親潮、対馬暖流といった暖流と寒流が存在します。これらの海流は、日本

近海に複雑な海況を形成するとともに、変化に富む気候の形成や豊富な水産資源を育む

上で重要な役割を担っています。この日本近海では、全球平均の 2 倍を超える速さで海

面水温が上昇しており、近年はその影響が顕在化しています（文部科学省及び気象庁，

2025）。その要因として黒潮をはじめとする海流の変化が指摘されているものの（Wu et 

al. 2012）、詳細なメカニズムは明らかになっていません。このため、日本近海の海況

を詳細に再現する長期間のデータセットを作成することは、海洋分野のみならず、気候、

水産など幅広い分野にとって極めて重要です。 

気象庁気象研究所、京都大学、および海洋研究開発機構の研究グループは、海洋モデ

ルと観測データ、さらに両者を統合するデータ同化手法を用いて過去の海洋の状態を再

現する海洋再解析を実施し、日本近海長期海洋再解析データ（FORA-JPN60）を作成しま

した。従来の海洋再解析データは、「長期間だが低解像度」または「高解像度だが短期

間」1に限られていましたが、FORA-JPN60 では、最新の海洋モデルとデータ同化手法を

活用することで、水平解像度 2km、1960 年から 2020 年までを対象とする世界に例のな

 
1 黒潮などの日本周辺の海流を現実的に表現するためには、10km よりも高解像度である必要

があります。既存の高解像度海洋再解析データの多くは、衛星データが利用可能な 1990 年代

以降を対象としており、古くても 1980 年代以降に限られていました。 

気象庁気象研究所、国立大学法人京都大学、および国立研究開発法人海洋研究

開発機構の研究グループは、日本近海における過去 60 年間（1960～2020 年）の

詳細な海況を水平解像度 2km で再現した、高精度な海洋再解析データ「FORA-

JPN60」を開発しました。従来の海洋再解析データは「長期間だが低解像度」また

は「高解像度だが短期間」に限られていましたが、FORA-JPN60 は、「長期間かつ高

解像度」の両者を兼ね備えた世界に例を見ないデータセットです。今後、海洋分

野にとどまらず、気候、水産など、幅広い分野での活用が期待されます。 



いデータセットを実現しました。 

 

２． FORA-JPN60 の特徴 

再解析には、気象庁で現業運用されている海洋モデル・データ同化システム「日本沿

岸海況監視予測システム（MOVE-JPN）」（図 1）を使用し、1960 年から 2020 年までのデ

ータセットを作成しました。MOVE-JPN には、水平解像度 2km の日本近海モデルが用い

られており、沿岸域の詳細な海況変動を表現するために潮汐や詳細な河川データを導入

しています。また、モデルと観測を統合するデータ同化には、最先端の手法である４次

元変分法を採用しています。 

再解析に使用する観測データとしては、船舶、ブイ、アルゴフロート等による水温、

塩分データを全期間にわたり使用しました。さらに、1982 年以降は衛星海面水温を、

1993 年以降は衛星高度計による水位データをそれぞれ使用しています。1960 年代と

1970 年代については、利用できる衛星データがないため、全球的な水温、塩分データセ

ットに加えて、水産機関、国の出先機関、地方自治体等が実施した観測データを収集・

統合し、日本近海のデータを拡充したうえで再解析を実施しました。 

 

３． 黒潮大蛇行の再現例 

図 2 は、日本南岸の黒潮流路変動の指標として用いられている、東海沖の黒潮流軸最

南緯度の時系列を示しています。比較に用いた気象庁の現業解析は、各種観測を基に最

終的に人の判断で決定された流軸緯度であるのに対し、FORA-JPN60 は海面の流速場か

ら自動的に流軸を抽出しています。両者はよく一致しており、FORA-JPN60 が過去 60 年

にわたり日本南岸の黒潮流路変動を高精度に再現していることが確認できます。 

図 3 には、1975 年 8 月に発生した黒潮大蛇行の形成過程の再現例を示します。この

期間の観測はまばらであり、これまでこの大蛇行の詳細は不明でした。FORA-JPN60 で

は、最新の海洋モデルとデータ同化手法により、観測のみでは把握が困難であった、黒

潮大蛇行の形成に伴う水温場や流速場の詳細な変動を表現することが可能となりまし

た。7 月下旬に紀伊半島沖にあった黒潮の蛇行は、その後急速に発達し、8 月下旬に東

海沖に黒潮大蛇行が形成されます。また、大蛇行の形成に伴い、黒潮から分岐した西向

きの流れが東海地方沿岸に生じ、暖水が沿岸域へ輸送されることで潮位の上昇を引き起

こします。実際に舞阪（静岡県）の潮位計では、7 月から 8月にかけて 40cm もの潮位上

昇が観測されており、この様子は、FORA-JPN60 で良好に再現されています（図 4）。 

 

４． 今後の展望 

FORA-JPN60は、過去約60年間の日本近海の詳細な海況を水平解像度2kmで再現した、

世界に例を見ないデータセットです。長期間かつ高解像度を特徴とする FORA-JPN60 を

活用することで、日本近海における海流、水温、水位等の長期変動メカニズムの理解を

進展させることが期待されます。また、日本域における海洋将来予測シミュレーション



の検証において、FORA-JPN60 を信頼性の高い現在気候データとして活用することで、将

来予測の信頼性向上にも貢献します。さらに、FORA-JPN60 を漁獲情報や機械学習と組み

合わせることにより、水産資源変動の理解の促進や漁場予測技術の開発など、水産分野

への活用も期待されます。 

本研究の成果は、2026 年 5 月 28 日付けで日本海洋学会の国際誌 Journal of 

Oceanography に掲載されました。また、FORA-JPN60 は下記のサイトを通じて公開して

います。 
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図 1 MOVE-JPN の模式図。MOVE-JPN では、観測データと海洋モデルを組み合わせるこ

とで、海流や水温等の詳細な実況を把握することができます（下段の図は海流と海面

水温の実況図の例）。図は下記の気象ホームページより引用しました。 

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/kaikyo/knowledge/move_jpn/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 東海沖（136ºE-140ºE）における黒潮流軸の最南緯度の時系列。黒線は、様々な

観測値をもとに最終的に人の判断で決定した気象庁の現業解析データ、赤線は、FORA-

JPN60 の海面流速場から自動的に判別した流軸緯度を表しています。また、灰色で塗

りつぶした期間は、過去の黒潮大蛇行の期間となっています。 

 



 

図 3 1975 年 8 月に生じた黒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 1975 年 8 月に生じた黒潮大蛇行の再現。(a-c)は再解析に使用した水温観測の分

布で、1975 年 7 月 26 日～8 月 1 日、8 月 9 日～15 日、8 月 23 日～29 日の各 7 日間に得

られた観測点を示しています。プロットの色は観測で得られた 200m 水温を表していま

す。（d-f）FORA-JPN60 で再現された、200m 深における水温と水平流速場の時間発展を

示しています。赤四角は、舞阪の潮位観測点を表し、ここでの潮位変化を図 4 で示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 舞阪における 1975 年 5 月から 10 月までの潮位の変化。黒線が潮位計の観測、赤

線が FORA-JPN60 の結果を表します。潮位の値は、観測、FORA-JPN60 ともに、1975 年の

１年間の平均からの偏差を示しています。舞阪の潮位観測点の位置は、図 3 に赤四角で

示しています。 
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